
国
語
プ
リ
ン
ト

（

）

配
布
日

月

日

曜

No.

年

組

番

名
前

「
芥
川
」
予
習
プ
リ
ン
ト

こ
の
プ
リ
ン
ト
を
参
考
に
し
て
、
ノ
ー
ト
に
記
し
た
本
文
に
傍
線
注
釈
を
す
る
こ
と
。

（

）
は
現
代
語
訳
を
自
分
で
調
べ
て
考
え
る
部
分
で
す
。

《

》
は
そ
こ
に
省
略
さ
れ
て
い
る
語
を
補
っ
て
現
代
語
訳
を
考
え
る
部
分
で
す
。

下
段
の
【

】
内
の
文
法
事
項
も
黒
板
に
記
す
こ
と
。

下
段
の
ペ
ー
ジ
番
号
は
も
み
じ
文
法
書
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
そ
れ
を
参
考
に
訳
す
こ
と
。

①
（

）。

②
「
の
」P82

の
４

「
え
」P118

②
女
（

）
手
に
入
れ
る
（

）
そ
う
に
な
い
（

）
を
、
何
年
に
も
渡
っ
て

経
【
活
用
形
】

（

）
が
、

③
来
【
活
用
形
】

③
《

は
》（

）
、
（

）《
夜
に
逃
げ
て
》（

）。

④
率
【
活
用
の
行
・
種
類
】

④
（

）《
の
ほ
と
り
を
女
を
》（

）
行
っ
た
と
こ
ろ
、

⑤
「
な
む
」
【
結
び
の
説

⑤
（

）
に
降
り
て
い
た
露
を
《

は
見
て
》
、「
（

）
。」
と
（

）
。

明
】P102

⑥
「
多
く
」
【
品
詞
・
活

⑥
《
逃
げ
る
べ
き
》
（

）
、（

）
、《

は
》（

）
、

用
形
】

⑦
「
さ
へ
」P96

⑦
（

）
、（

）、

「
い
み
じ
う
」
【
品
詞

・
活
用
形
】

⑧
《

は
》
荒
れ
て
が
ら
ん
と
し
た
蔵
に
、（

）、
男
は
、（

）。

⑧
「
あ
ば
ら
な
る
」
【
品

詞
・
活
用
形
】

⑨
《

は
》
早
く
夜
も
明
け
て
（

）
と
思
い
な
が
ら
（

）
と
、
鬼
は
、（

）

「
を
り
」
【
活
用
の
行

《

を
》
一
口
で
（

）。

・
種
類
】

⑨
「
明
け
」【
活
用
形
】

⑩
《

は
》「
あ
あ
っ
」
と
（

）
、
（

）《
音
》
の
た
め
、《

は
》
（

）。

「
な
む
」P155

の
３

⑩
「
え
」P118

⑪
（

）
も
明
け
て
ゆ
く
と
、《

が
》（

）、
連
れ
て
き
た
女
も
（

）。

⑪
「
見
れ
」【
活
用
形
】

「
ば
」P90

⑫
《

は
》（

）
、
（

）。

⑫
「
泣
け
」【
活
用
形
】

「
ど
も
」P90

⑬
「
真
珠
で
す
か
？
（

）
？
」
と
《
あ
の
》
人
（

）

「
か
ひ
な
し
」
【
活
用

「
露
で
す
。
」
と
答
え
て
消
え
（

）。

の
種
類
】

⑬
「
ま
し
」P62

問
一
、「
伊
勢
物
語
」
の
ジ
ャ
ン
ル
は
？

問
二
、
「
か
ら
う
じ
て
盗
み
出
で
て
」
と
あ
る
が
、
盗
み
出
し
た
と
き
は
女
は
ど
う
だ
っ
た
と
想
像
で
き
る

か
？

ａ

抵
抗
し
た
。

ｂ

協
力
し
た
。

ｃ

知
ら
な
い
間
に
連
れ
出
さ
れ
た
。

問
三
、
ど
う
し
て
女
は
「
露
」
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
か
？
（
こ
の
女
は
ど
う
い
う
身
分
か
？
）

問
四
、
⑨
ど
う
し
て
「
は
や
夜
も
あ
け
な
む
」
と
思
っ
た
の
か
？

問
五
、
⑬
ど
う
し
て
「
消
え
な
ま
し
も
の
を
」
と
思
っ
た
の
か
？
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